
長
安
の
青
龍
寺
の
濡
濡
に
就
い

て

丈
學
博
士
　
桑
　
原

騰
　
　
藏

　
　
　
　
一

　
唐
時
代
．
の
長
安
城
内
に
在
っ
た
諸
寺
院
の
中
で
、
我
が

佛
二
一
に
尤
も
親
密
な
關
係
を
有
ち
、
從
っ
て
我
が
島
民

の
尤
も
記
憶
す
べ
き
寺
院
こ
し
て
は
、
先
づ
第
一
に
青
龍

寺
を
塞
げ
ね
ば
な
ら
濾
Q
我
が
弘
法
大
師
が
青
龍
寺
の
惑

果
阿
閣
梨
に
就
い
て
講
盆
さ
れ
て
以
來
、
入
唐
の
大
徳
は

慈
畳
大
師
で
も
智
謹
大
師
で
も
、
皆
青
龍
寺
に
溜
錫
す
る

ご
い
ふ
風
に
、
我
が
國
の
三
三
ε
尤
も
深
い
縁
故
を
有
っ

た
寺
で
あ
る
。
そ
れ
に
拘
ら
す
青
龍
寺
の
逡
蛙
は
、
最
近

ま
で
我
が
三
界
に
も
毅
界
に
も
、
よ
く
は
知
ら
れ
て
居
な

か
っ
た
Q
明
治
四
十
年
の
九
月
十
月
の
交
に
、
私
が
長
安

の
奮
蹟
を
探
訪
踏
査
し
π
時
に
も
、
国
分
の
不
用
意
か
ら

青
龍
寺
の
還
鉦
査
鍍
に
手
を
斎
け
得
な
か
っ
た
。

　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
研
　
究
　
　
長
婁
の
青
龍
寺
の
慧
証
に
就
い
て

　
明
治
四
十
二
年
に
私
が
瞬
朝
し
て
、
京
都
帝
國
大
學
に

奉
職
し
た
後
に
、
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
を
槍
閲
し
て
、
始
め

で
青
宝
寺
の
遺
赴
を
髪
髭
の
聞
に
知
る
こ
ご
が
出
來
た
。

ン
コ
デ
大
正
十
年
六
月
に
東
寺
で
開
催
さ
れ
た
弘
法
大
師

降
誕
會
で
、
私
が
「
大
師
の
入
唐
」
ご
い
ふ
講
演
を
試
み
た

折
に
、
青
龍
寺
の
遺
玩
に
言
及
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
竃

い
た
。『

成
寧
縣
志
』
三
十
二
に

　
石
佛
三
三
唐
青
龍
寺
。
在
察
聖
村
齢
。

噸
こ
あ
れ
ば
青
龍
寺
は
後
に
石
弓
寺
ぐ
〕
名
を
攣
へ
て
，
嘉
慶
時
代

ま
で
存
在
し
た
も
の
ε
見
え
る
。
祭
墓
村
は
今
の
長
安
縣
の
西

南
郊
外
、
我
が
一
情
強
に
膵
田
る
．
私
は
長
安
へ
出
掛
…
け
ソ
た
肺
蒔
・
分

に
未
だ
こ
の
事
實
を
承
知
せ
な
か
っ
た
深
め
、
石
工
寺
を
探
訪

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
四
七
　
　
（
三
九
五
）



　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
青
龍
寺
の
遭
に
証
就
い
て

　
せ
す
、
今
日
ま
で
遺
憾
千
萬
に
思
ふ
。
私
の
前
後
に
長
安
に
出

　
掛
け
ら
れ
た
人
々
が
潔
く
な
い
が
、
誰
も
石
佛
寺
の
現
歌
を
審

　
に
せ
ぬ
襟
で
あ
る
（
『
大
師
の
入
唐
』
六
四
頁
）
。

　
所
が
私
の
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
登
議
し
て
、
眞
言
寺
の

青
年
僧
侶
の
和
鎖
鋸
瑞
君
が
、
大
正
十
三
年
の
夏
秋
の
交

青龍寺幽幽の現状
　　（和田辮瑞君撮影）

その入口1

第
三
號

四
入
　
　
（
三
九
六
）

厚
遇
懸
懸
灘
獲
繍

2入口に在る石佛寺の題額

鴨

に
遠
く
長
安
に
ま
で
出
掛
け
、
石
回
国
の
所
在
を
探
訪
し

て
、
そ
の
寓
眞
　
を
探
り
、
そ
の
現
状
を
傳
へ
た
。
こ
、
に

掲
げ
た
石
佛
寺
の
窟
．
眞
は
實
に
和
田
君
の
撮
影
の
↓
部
で

あ
る
。
石
佛
寺
の
現
状
に
就
い
て
は
、
同
君
が
大
正
十
四

年
二
月
の
『
新
興
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
支
那
密
教
史
蹟
鉛



ρ

簿
灘
韓

3　その天王殿

査
記
L
を
墾
増
す
べ
き
で
あ
る
。
七
重
な
き
私
の
希
望
を

申
せ
ば
、
和
田
君
が
折
角
長
安
ま
で
出
掛
け
ら
れ
た
こ
ご

二
一
石
玉
寺
の
所
在
を
中
心
と
し
て
、
今
の
長
安
縣
城
の

東
南
郊
の
實
測
圖
か
、
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
ば
、
責
め
て

こ
の
方
面
の
信
頼
す
べ
き
見
取
う
弾
帯
で
も
齎
ら
し
蹄
ら

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
青
龍
寺
の
逡
証
に
就
い
て

れ
た
な
ら
ば
ご
思
ふ
が
、
そ
は
兎
に
角
、
石
佛
寺
を
探
訪

し
て
、
そ
の
現
状
を
我
が
磁
界
に
傳
へ
た
瓢
だ
け
で
も
、

私
共
は
同
君
の
功
勢
に
隣
し
て
、
相
當
の
戚
謝
を
表
せ
ね

ば
な
ら
諏
ε
思
ふ
Q

　
和
田
君
が
上
述
の
踏
査
記
を
登
表
し
て
後
ち
、
入
ヶ
月

許
り
を
経
て
、
大
正
十
四
年
九
月
登
行
の
『
宗
敷
研
究
』

（
新
第
二
窓
第
五
號
）
に
、
常
盤
大
定
博
士
が
「
我
が
東
台

爾
密
の
登
源
地
た
る
唐
の
青
龍
寺
に
つ
き
て
」
と
い
ふ
論

文
を
掲
げ
て
、
石
佛
寺
を
青
龍
寺
の
奮
趾
に
擬
す
る
『
嘉

慶
論
難
縣
志
』
の
説
を
否
定
さ
れ
た
。
私
は
雫
常
『
宗
教

研
究
』
を
閲
讃
せ
ぬ
の
で
、
常
盤
博
士
の
こ
の
論
文
の
登

表
を
知
ら
す
に
、
一
年
解
除
を
経
過
し
、
今
春
四
月
に
他

か
ら
注
意
さ
れ
て
、
始
め
て
寓
目
の
機
に
接
し
た
。

　
常
盤
博
士
は
私
の
爵
位
で
、
夙
に
支
那
の
佛
教
史
蹟
の

硯
究
者
ご
し
て
世
に
聞
え
た
篤
學
者
で
あ
る
。
殊
に
當
面

の
論
文
に
就
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
に
、

　
學
界
の
批
評
を
講
は
ん
〔
が
爲
め
〕
…
…
…
記
事
は
煩
環
な
考
瞳

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
四
九
　
　
（
三
九
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
青
龍
導
の
瀞
嚇
祉
に
就
い
て

・
を
交
へ
て
居
る
（
『
宗
敏
研
究
』
二
六
頁
）
。

に
注
意
さ
れ
て
あ
る
程
、
快
心
の
論
文
ご
見
受
辺
た
か
ら

私
は
可
な
り
鄭
重
に
閲
讃
し
た
。
さ
れ
ご
閲
護
後
に
於
け

る
三
分
の
所
戚
を
拳
直
に
吐
露
す
る
ご
、
私
は
こ
の
論
交

に
就
い
て
、
可
な
り
失
望
を
禁
ず
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
。
石

面
寺
の
所
在
地
を
青
嵐
寺
の
遽
舐
こ
す
る
奮
説
に
劃
す
る

反
駁
ぎ
誠
に
薄
場
で
あ
り
、
又
博
士
が
新
に
提
唱
さ
れ
た

青
龍
寺
の
遺
題
こ
し
て
の
擬
定
も
實
に
不
確
で
あ
る
。
當

初
の
期
待
が
多
大
な
り
し
だ
け
．
閲
嘗
胆
の
失
望
も
亦
多

大
で
あ
る
。
ソ
コ
デ
私
は
四
月
九
日
に
念
の
爲
め
同
搏
士

宛
に
左
の
三
黙
に
就
い
て
質
問
書
を
登
面
し
た
。

（
　
）
貴
下
は
長
安
地
方
を
踏
査
さ
れ
た
こ
ご
が
あ
る
鰍
。

（
二
）
若
し
有
り
こ
せ
ば
、
特
に
石
基
寺
所
在
地
附
近
を
踏

査
さ
れ
π
こ
ご
が
あ
る
鰍
。

（
三
）
貴
下
の
論
交
は
石
鹸
寺
の
所
在
地
を
膏
籠
寺
の
遺
留

こ
す
る
誘
電
に
反
嘱
す
べ
く
努
力
せ
ら
る
、
割
合
に
、
貴

下
の
新
に
擬
定
さ
れ
ん
ご
す
る
青
龍
寺
の
位
畳
を
明
示
す

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
王
0
　
　
（
三
九
入
）

べ
く
努
力
さ
れ
て
居
ら
滞
り
貴
下
は
果
し
て
青
龍
寺
を
那

邊
に
擬
定
さ
る
、
漁
礁
少
し
く
具
騰
的
に
明
示
さ
れ
た
い

　
之
に
慣
し
て
常
盤
博
士
よ
り
早
速
大
要
次
の
如
き
内
容

の
同
答
を
接
手
し
た
〇

二
）
長
安
地
方
を
實
蒸
し
て
居
ら
澱
。

（
二
）
從
っ
て
石
佛
寺
方
面
を
踏
査
す
る
機
會
を
有
た
鍛
。

（
三
）
膏
龍
寺
は
石
佛
寺
の
所
在
地
た
る
祭
毫
村
よ
り
勘
く

こ
も
更
に
東
方
一
〔
支
那
〕
里
程
の
場
所
に
叢
る
ご
想
ふ
。

〔
大
正
十
四
年
九
月
楼
行
の
『
宗
敢
研
究
』
〕
三
六
頁
の
甲
乙

爾
圏
は
趣
く
重
ね
見
る
を
得
べ
く
、
上
面
の
毎
方
二
十
里

こ
い
ふ
は
、
下
墨
の
毎
方
二
里
ご
い
ふ
に
同
じ
く
、
　
〔
實

は
〕
毎
方
二
里
に
當
る
。
爾
圖
を
重
ね
見
る
に
、
祭
壷
村

よ
り
も
青
龍
寺
は
東
方
に
在
る
。
或
は
そ
れ
よ
り
も
一
層

東
方
に
寄
る
こ
も
、
西
方
に
在
ら
す
ご
確
信
し
て
居
る
◎

　
織
ほ
詞
博
士
は
そ
の
同
戦
中
に
、
こ
は
全
く
文
献
上
の

み
の
研
究
な
る
も
、
日
文
献
上
で
は
こ
れ
以
上
を
望
み
難
い

ご
い
ふ
、
．
相
當
強
い
自
信
を
ぬ
男
す
る
こ
ご
を
附
…
蕎
さ
れ
た
。



　
私
は
上
述
の
如
く
常
盤
博
士
の
こ
の
論
交
に
甥
し
で
ば

可
な
り
失
望
を
畳
え
不
満
を
興
じ
た
の
で
あ
る
が
、
萬
一

博
士
の
所
論
が
窪
地
踏
査
の
結
果
な
ら
ば
、
不
満
や
失
望

に
拘
ら
す
、
私
こ
し
て
は
ム
⊥
度
反
省
顧
慮
せ
な
け
れ
ば
．

な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
所
が
博
士
の
所
論
が
、
全
く
交
献
上

の
研
究
の
結
果
ご
あ
れ
ば
、
私
は
何
等
顧
慮
す
る
所
な
く

文
献
上
よ
り
之
に
影
藤
せ
な
け
れ
ば
な
ら
沁
。

　
　
　
　
二

　
失
職
な
が
ら
常
盤
博
士
は
交
献
取
扱
の
王
に
建
て
、
可

な
り
錯
誤
が
な
い
鰍
ご
疑
ふ
が
、
そ
れ
は
後
の
指
摘
に

譲
る
こ
ざ
に
す
る
つ
元
來
青
龍
寺
の
所
在
を
決
定
す
る
第

　
の
鍮
は
、
唐
の
長
安
の
延
頑
強
の
所
在
を
朋
に
す
る
こ

せ
で
あ
る
。
申
す
迄
も
な
く
延
々
門
ご
は
、
長
安
の
京
城

の
東
癬
に
北
か
ら
数
へ
て
、
遮
蔽
門
し
春
明
門
・
延
興
門
ご

あ
る
、
そ
の
延
桑
門
で
あ
る
。
延
興
門
を
入
る
ご
、
そ
の

延
興
門
街
の
北
方
が
新
昌
坊
で
、
そ
の
新
体
坊
の
南
門
の

東
映
、
帥
ち
延
興
門
寄
b
の
方
面
に
、
青
龍
寺
が
存
在
し

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
、
研
　
究
　
　
長
安
の
膏
龍
寺
の
遣
祉
に
晶
泓
い
て

て
居
っ
た
（
岩
心
の
宋
敏
求
『
長
安
志
』
憲
九
￥
奏
照
）
α
唐

の
長
安
城
の
四
至
は
頽
撫
し
て
、
今
日
で
は
正
確
に
知
り

難
い
中
に
も
、
そ
の
東
面
は
猶
ほ
幾
多
の
遺
手
を
存
し
で

居
る
。
延
興
隆
は
そ
の
一
で
あ
る
。
延
興
門
は
今
は
元
興

門
ご
し
て
知
略
れ
て
居
る
。
元
饗
雲
ざ
延
団
9
だ
は

字
義
、
が
極
め
て
近
似
．
す
み
か
ら
縛
記
し
た
も
の
に
過
ぎ

ぬ
。
丁
度
唐
の
策
内
の
正
殿
た
る
含
元
亨
の
南
門
の
丹
鳳
’

門
の
所
在
地
が
、
今
は
午
門
村
ご
し
て
、
又
は
同
音
異
字

の
五
門
村
ビ
し
て
知
ら
れ
て
居
る
の
ビ
同
標
で
あ
る
。

　
こ
の
元
興
門
ハ
帥
ち
唐
の
延
興
門
）
の
所
在
地
を
基
黙
こ

し
て
、
そ
の
西
方
i
或
は
幾
分
北
に
偏
せ
る
西
方
f
我
が

数
町
の
内
に
、
恐
ら
く
ば
四
五
町
の
内
に
、
青
龍
寺
の
位

置
を
指
定
し
得
る
筈
で
あ
る
。
丁
度
延
専
門
ご
反
醤
に
、

長
安
城
の
西
北
隅
に
近
く
設
け
ら
れ
た
開
樋
門
の
所
在
地

を
基
黙
こ
し
て
、
開
遠
門
内
の
義
寧
坊
に
在
っ
た
、
大
秦

寺
の
位
置
を
指
定
し
得
る
の
こ
塾
頭
の
鯛
麺
に
在
る
○
『
嘉

慶
拳
蟹
縣
志
』
の
編
纂
者
が
、
滋
藤
村
の
石
佛
寺
を
唐
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
貌
　
　
　
五
一
　
　
（
三
九
九
）



第
士
馨
　
　
研
究

1
延

／需

長
安
の
膏
聡
奪
の
醜
轡
翫
に
就
い
て

　
　
　
　
青
龍
寺
の
遺
肚

　
　
　
　
　
に
擬
製
し
た
め

　
　
　
　
は
、
實
に
こ
の

　
　
　
　
延
興
門
の
所
在

　
　
　
　
地
を
基
黙
こ
し

　
　
　
　
た
結
果
で
あ

　
　
　
　
　
る
。
彼
等
編
纂

　
　
東

灘
「
南

坊　寧　普

、．ii　大・

悉ii講

………
F」………・一・一

叢i｝…
il

閣
選
三

者
は
こ
の
黙
に

就
い
て
、
事
々

し
き
考
謹
を
記

述
し
て
居
な
い

け
れ
ざ
、
る
の

今
城
唐
城
合
圖

（
原
板
『
慕
慶
’

成
寧
縣
志
』
忽

三
所
股
）
を
一

瞥
す
れ
ば
遵
更

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
二
　
　
（
四
〇
〇
）

に
こ
の
今
城
唐
城
合
翻
の
末
に
附
識
せ
る
按
語
を
一
讃
す

れ
ば
、
容
易
に
こ
の
間
の
濾
息
を
悟
了
す
る
こ
ご
が
田
來

る
ご
思
ふ
O

　
青
龍
寺
が
後
に
石
佛
寺
ご
改
丁
し
た
も
の
か
、
或
は
青

龍
寺
の
凋
名
が
石
佛
寺
で
あ
る
の
か
、
將
た
又
青
龍
寺
ご

石
僧
寺
ご
は
、
全
然
別
箇
の
寺
で
あ
る
の
か
。
何
分
文
献

が
足
ら
繊
か
ら
、
そ
の
關
係
を
二
二
に
知
る
こ
ご
が
出
來

灘
。
青
龍
寺
ご
石
佛
寺
ざ
の
關
係
は
不
明
ご
し
て
も
、
そ

れ
は
青
龍
寺
の
逡
玩
を
決
定
す
る
の
に
格
別
の
差
支
を
生

せ
濾
。
そ
の
關
係
は
必
要
な
條
件
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
の
大
秦
寺
ご
崇
聖
寺
や
崇
仁
寺
や
、
又
は
金
勝
寺
ご
の
・

醐
係
が
不
朋
で
あ
っ
て
も
、
今
の
金
勝
寺
の
境
内
を
、
唐
の

大
秦
寺
の
遽
舐
ご
認
む
る
こ
ご
に
就
い
て
、
す
べ
て
④
學

庸
は
何
等
の
異
議
を
病
ま
ぬ
。
青
龍
寺
の
遺
祉
問
題
も
、

之
8
同
様
で
あ
る
○

　
青
龍
寺
の
位
置
を
認
定
す
る
爲
に
、
弓
興
善
寺
や
慈
恩
寺

ご
の
相
互
の
距
離
や
方
向
の
陶
係
を
考
慮
す
る
の
も
、
一



．
群

の
方
法
で
あ
ら
う
σ
さ
れ
ざ
誰
人
も
今
日
で
は
唐
言
代
の

里
長
や
歩
長
を
的
確
に
知
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
。
里
長
や
歩

長
の
不
確
な
問
は
、
距
離
の
遠
い
興
善
寺
や
慈
恩
寺
を
基

黙
ご
し
て
、
青
龍
寺
の
逡
玩
を
考
定
す
る
の
は
、
勢
多
く

し
て
功
が
煙
い
。
故
に
青
龍
寺
の
総
総
を
決
定
す
る
條
件

こ
し
て
は
、
距
離
の
逡
い
興
善
寺
や
慈
恩
寺
は
、
第
二
義

若
く
ば
第
三
義
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
義
の
必
須
乏
く
べ

か
ら
ざ
る
條
件
ご
し
て
は
、
距
離
の
近
い
延
興
門
を
推
さ

ね
ば
な
ら
億
。

　
所
が
常
盤
搏
士
は
、
こ
の
大
切
な
情
趣
門
ε
青
龍
寺
ε

の
關
係
を
全
然
看
過
忘
却
し
て
、
偏
に
興
善
寺
や
慈
恩
寺

ご
の
關
係
の
み
か
ら
、
青
龍
寺
の
隠
蓑
を
決
定
せ
ん
こ
し

だ
所
に
、
大
な
る
歓
陥
が
あ
る
ご
思
ふ
。
煎
之
博
士
が
上

善
・
慈
恩
・
青
龍
三
寺
相
互
の
距
離
を
論
ぜ
ら
る
問
に
も
、

通
な
b
密
な
る
熱
型
が
あ
る
。
此
の
如
く
し
て
折
角
の
博

士
の
熟
心
な
る
研
究
も
、
そ
の
努
力
の
鴬
合
に
、
そ
の
股

獲
の
十
分
で
な
い
の
は
、
蓋
し
已
を
得
ざ
る
結
果
ご
申
さ

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
青
寵
寺
の
慧
証
に
就
い
て

ね
ば
な
ら
鬼

　
　
　
　
三
、

　
石
佛
寺
の
所
在
地
を
青
龍
寺
の
遺
疵
に
擬
定
し
た
「
『
嘉

慶
威
寧
縣
志
』
の
巻
十
二
に
、

石
橋
寺
癬
青
龍
藷
。
雀
察
蒋
縣
訪
。

ビ
記
載
し
て
あ
る
に
薫
る
ご
、
こ
の
擬
定
は
奮
志
一
『
康

煕
成
寧
縣
志
』
一
に
本
づ
き
、
更
ヒ
實
地
の
踏
査
に
よ
っ

て
、
之
を
確
實
に
し
た
も
の
こ
認
め
ね
ば
な
ら
澱
Q
同
じ

く
恕
三
の
今
城
唐
城
合
圖
の
按
語
に
も
、

城
内
聾
。
若
・
安
仁
坊
之
薦
奪
瀟
辮
小
。
奮
坊
之
慈

岡
等
講
辮
大
。
建
学
坊
難
業
寺
。
響
暴
塁
円
聾

．
蓄
髪
。
皆
轟
轟
不
改
。

ご
明
記
し
て
あ
る
◎

　
一
禮
唐
時
代
の
長
安
の
薔
蹟
を
調
査
す
べ
き
文
献
資
料

は
、
唐
の
章
述
の
『
聖
遷
新
記
』
の
残
本
、
北
宋
の
宋
敏
求

の
『
長
安
志
』
、
南
宋
の
程
大
畠
の
『
雍
録
』
を
始
め
、
降
っ

て
は
清
の
畢
況
の
『
關
中
里
蹟
圏
志
』
、
清
の
門
松
の
『
唐

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
三
　
　
（
四
〇
一
）



　
　
　
第
十
二
雀
　
　
研
　
舞
　
　
長
安
の
青
龍
毒
の
適
証
に
就
い
て

爾
京
城
坊
考
』
等
、
そ
．
の
数
は
決
し
て
紗
く
な
い
。
さ
れ

こ
そ
の
奮
蹟
の
擬
定
に
就
い
て
は
、
私
の
知
れ
る
限
り
に

於
て
『
嘉
慶
継
電
縣
志
』
を
第
τ
し
推
奨
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
は
記
録
ご
實
地
ご
を
併
せ
照
ら
し
て
、
懲
蹟
を
考

定
し
紀
黙
に
特
色
が
あ
っ
て
、
彼
の
支
那
人
一
流
の
漫
然

古
記
録
を
櫨
列
す
る
も
の
こ
、
多
少
そ
め
選
を
異
に
す
る

か
ら
で
あ
る
。

　
私
は
長
安
の
適
適
考
据
に
就
い
て
、
相
當
の
自
信
を
有

っ
て
居
る
。
そ
の
縄
目
に
よ
っ
て
．
常
に
『
嘉
慶
継
電
縣

志
』
を
推
奨
し
て
居
る
。
流
石
に
陸
耀
遜
や
董
藤
誠
の
編

纂
し
た
程
あ
っ
て
、
普
通
一
般
の
縣
志
ご
同
一
回
す
べ
き
｝

で
な
“
ご
思
ふ
。
陸
耀
遙
や
董
鮪
誠
は
、
或
は
金
石
を
以

て
、
或
は
数
理
・
輿
地
を
以
て
、
當
時
に
著
聞
し
た
導
者
た

る
こ
ε
、
事
々
し
く
叢
に
紹
介
す
る
迄
も
な
い
。

　
所
が
常
盤
博
士
の
研
究
は
、
文
献
を
主
ご
せ
ら
る
、
に

拘
ら
す
、
謙
り
こ
の
長
安
の
血
塗
探
訪
に
關
す
る
丈
献
中

敷
も
推
奨
す
べ
き
『
成
寧
猛
撃
』
は
籐
り
信
愚
さ
れ
鍛
襟
で

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
四
　
　
（
四
〇
二
〉

あ
る
。
博
士
は
恐
ら
く
陸
耀
蓬
や
董
肪
誠
の
學
績
や
名
聲

を
、
十
分
に
承
知
贈
れ
澱
の
で
あ
る
ま
い
鰍
。
そ
は
兎
に

角
常
盤
博
士
は
、
『
嘉
慶
睡
魔
縣
志
』
の
石
佛
寺
所
在
地
を

青
龍
寺
の
遣
祉
に
擬
醸
す
る
説
を
非
難
し
て
、

　
「
嘉
慶
縣
志
」
－
一
〔
帥
ち
陸
・
董
華
氏
の
編
纂
し
た
『
嘉
慶
威
寧
縣

　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　

「
志
』
〕
ー
ー
は
根
慷
が
分
ら
ぬ
な
が
ら
、
「
康
熈
縣
志
」
の
儘
を
糧

　
紹
し
た
の
で
み
る
か
ら
「
康
煕
縣
志
」
の
判
蜥
が
誤
っ
て
居
れ

　
ば
、
當
然
「
成
既
払
志
」
の
叙
述
も
誤
っ
て
居
る
こ
ε
Σ
な
ら
ざ

　
る
を
得
ぬ
。
「
康
熈
縣
志
」
の
著
者
は
、
恐
く
は
祭
慶
村
の
石
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
む
　
む

　
寺
が
、
大
回
に
於
て
同
じ
方
向
に
あ
る
が
駕
に
、
何
の
研
究
を
も

　
む
む
　
　

　
加
へ
す
に
、
容
易
に
之
を
青
龍
寺
ミ
漣
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
…
：
：
：
：
…
「
〔
嘉
慶
〕
成
寧
縣
志
」
の
記
事
は
少
く
も
趙
晒
の
實

　
地
踏
査
の
記
事
こ
矛
盾
す
る
。
…
…
…
…
…
い
つ
れ
に
從
ふ
べ

　
き
か
く
」
言
は
ば
、
予
は
躍
踏
な
く
趙
晒
の
〔
「
訪
古
遊
記
」
の
〕
記

　
事
に
．
信
を
置
く
の
で
あ
る
（
『
宗
教
研
究
』
三
四
⊥
二
五
頁
）
。

ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
。

　
串
す
迄
も
な
く
『
嘉
慶
成
寧
濫
発
』
ご
て
、
決
し
て
完
全

過
敏
の
も
の
で
意
い
。
そ
の
澗
に
若
干
の
映
陥
が
存
す
る



ご
し
て
も
、
そ
の
編
纂
方
針
ば
極
め
て
堅
實
で
，
或
は

　
方
志
考
レ
古
。
多
芦
二
二
縣
遠
方
一
。
仰
言
呂
菓
方
幾
里
一
。
方
隅

　
童
閣
。
求
昌
古
蹟
巫
者
。
何
所
指
南
。
今
頃
於
考
捧
古
蹟
一
。

　
必
實
呂
潮
汁
地
墨
村
一
。
疑
者
鋏
レ
之
Q
不
呂
敢
臆
噺
一
。

ε
い
ひ
．
或
は

　
奮
志
凡
引
呂
尊
書
一
。
不
ノ
注
レ
所
レ
勘
。
悉
機
目
皿
文
一
。
露
一
三
補
洗
一
。

　
有
昌
未
レ
詳
レ
所
ド
出
者
一
。
亦
裏
門
明
奮
志
一
。
不
　
敢
浜
町
旧
。

ε
い
ふ
。
そ
の
添
地
の
査
籔
に
於
て
、
文
献
の
利
用
に
於

て
、
流
石
は
陸
・
董
二
氏
の
如
き
聾
者
の
編
纂
ご
で
、
殆

ざ
間
然
す
る
粋
な
き
方
針
で
あ
る
ま
い
鰍
。

　
か
、
る
方
針
を
探
る
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
の
編
纂
者
が
、

常
盤
博
士
の
想
像
さ
る
、
如
き
、
輕
忽
な
擬
定
を
敢
て
し

た
で
あ
ら
う
鰍
。
將
た
又
常
盤
博
士
を
し
て
何
等
躊
躇
す

る
所
な
く
、
『
嘉
慶
威
盗
縣
志
』
以
上
に
信
頼
を
置
か
し
む

る
趙
幡
の
「
訪
古
遊
記
」
の
記
事
は
、
爾
く
正
確
な
も
の
で

あ
ら
う
鰍
。

　
こ
の
趙
禰
は
元
來
金
石
虚
者
で
あ
る
。
彼
は
明
の
萬
暦

　
　
　
第
十
二
怒
　
　
研
’
究
　
　
畏
蜜
の
青
龍
専
の
慧
証
に
就
い
て

四
十
六
年
（
西
紀
一
六
一
八
）
に
、
古
碑
探
訪
の
目
的
で
、

（
一
）
絡
南
山
方
面
や
（
二
）
唐
の
太
宗
の
昭
陵
の
所
在
地
の

九
陵
山
方
面
や
戸
三
｝
長
安
の
南
郊
を
遊
歴
し
だ
。
そ
の
紀

行
が
帥
ち
「
訪
古
遊
記
」
で
あ
る
。
「
訪
・
育
遊
記
」
ご
欝
す
る

軍
濁
の
著
書
は
存
在
せ
澱
。
両
論
の
『
石
墨
錐
華
』
（
窓
七
）

中
に
附
鋒
ε
し
て
搭
載
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
澱
。
元
來
趙

蠣
の
遊
歴
は
古
．
碑
探
訪
が
目
的
で
、
、
薔
蹟
の
査
媛
が
目
的

で
な
い
。
殊
に
長
安
の
南
郊
の
游
歴
に
就
い
て
は
、
薦
輻

寺
・
興
趣
寺
・
慈
恩
寺
（
大
黒
塔
）
・
青
龍
寺
や
、
杜
陵
・
張
曲
・

少
憩
原
方
面
を
、
一
日
の
裡
に
遊
歴
し
て
居
る
。
こ
の
方

面
の
大
部
分
は
、
私
も
親
し
く
遊
歴
し
た
。
城
内
か
ら
出

て
一
日
の
裡
に
以
上
開
列
し
た
城
南
の
諸
古
蹟
を
歴
訪
す

る
の
は
、
．
可
な
わ
多
忙
の
行
程
で
、
古
碑
に
關
係
の
砂
い

青
龍
寺
の
遽
肚
な
ご
は
う
十
分
に
査
籔
す
る
籐
裕
の
あ
る

筈
が
な
い
。

　
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
は
兎
に
角
學
殖
あ
る
陸
。
董
二
三
を

幹
部
と
し
、
そ
の
配
下
に
二
十
人
近
く
の
墨
人
や
生
員
を

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
五
　
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
青
龍
寺
の
　
週
紙
に
就
い
て

探
訪
こ
し
て
、
避
難
の
調
査
に
當
ら
し
め
、
相
掌
の
年
月

を
費
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
訪
伊
遊
記
」
ビ

禦
鼎
慶
．
並
塩
丁
縣
爆
心
』
ご
何
れ
が
信
撰
す
べ
r
き
勲
〃
は
、
習
二
顕
か

ら
容
易
に
鋼
定
愚
れ
る
で
は
な
い
鰍
Q
こ
の
「
訪
右
遊
記
」

の
内
容
に
就
い
て
は
、
後
に
今
少
し
く
具
膿
的
に
批
劃
し

た
い
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
四

　
常
盤
博
士
は
『
嘉
慶
威
寧
尊
志
』
に
突
如
（
？
）
ご
し
て
石

壁
寺
を
唐
の
青
寵
寺
の
撹
杜
に
擬
肥
し
た
こ
ご
を
、
殆
ご

零
墨
の
な
い
か
の
標
に
、
若
く
ば
類
る
根
糠
の
薄
溺
な
襟

に
見
微
さ
れ
て
居
る
が
（
『
宗
敦
研
究
』
三
三
一
三
四
頁
一
）
、

『
嘉
慶
配
意
縣
志
』
の
説
は
、
そ
の
編
纂
者
の
翻
記
せ
る
如

く
、
『
康
煕
酒
塩
思
量
』
に
本
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

『
康
鵬
威
寧
縣
志
』
の
所
説
を
，
何
等
の
研
究
を
蒲
へ
ざ
る

全
然
架
塞
の
臆
測
こ
す
る
の
は
、
聯
か
常
盤
博
士
の
武
臨

で
あ
る
ま
い
鰍
。

　
『
康
難
語
寧
縣
志
』
以
前
に
、
明
時
代
の
『
萬
．
暦
継
穂
縣

　
　
　
　
　
　
　
第
三
鰭
購
　
　
　
五
点
ハ
　
　
（
四
〇
四
）

志
』
が
あ
っ
た
。
こ
の
『
萬
暦
薦
寧
縣
志
』
は
嘉
慶
時
代
に

は
侠
亡
不
傳
ご
し
て
も
、
康
煕
時
代
に
は
そ
の
幾
分
が
存

在
し
．
て
、
『
康
煕
成
潜
窟
志
』
の
編
纂
者
は
、
明
に
そ
れ
を
利

用
し
て
居
る
。
『
萬
暦
威
勢
縣
志
』
は
萬
暦
四
十
年
（
西
紀

一
六
一
二
）
の
編
纂
で
、
即
ち
趙
隔
の
「
訪
曾
遊
記
」
を
作

っ
た
時
代
に
當
る
。
『
康
煕
威
寧
縣
志
』
が
石
門
寺
の
所
在

地
を
、
青
龍
寺
の
遺
肚
に
擬
定
し
た
の
は
、
　
『
萬
暦
威
寧

画
論
』
の
記
事
を
襲
踏
し
た
も
の
で
あ
る
歎
否
歎
は
明
自

で
な
い
。
併
し
襲
踏
せ
す
ビ
も
、
『
康
煕
成
寧
縣
志
』
の
編

纂
さ
れ
た
の
は
康
煕
七
年
（
西
紀
幅
六
六
入
）
で
、
趙
懸
の

時
代
を
降
る
こ
ど
縫
に
五
十
年
に
懸
ぎ
澱
か
ら
、
そ
の
時

代
に
は
青
瀧
寺
の
遺
祉
は
猶
ほ
指
示
し
得
ら
れ
た
筈
ご
想

ふ
。
從
っ
て
常
盤
博
士
の
如
く
、
石
佛
寺
即
唐
青
龍
寺
の

一
句
を
，
壼
然
『
康
煕
威
製
麺
志
』
の
編
纂
者
の
架
室
の
臆

測
の
如
く
認
定
す
る
の
は
、
や
嘱
武
断
に
過
ぐ
ご
申
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

　
青
龍
寺
ご
石
佛
寺
ご
の
鯛
係
は
、
明
瞭
に
す
る
こ
ビ
が



出
來
諏
。
さ
れ
ざ
石
面
寺
ε
い
ふ
離
婁
は
、
俗
欝
に
相
違

あ
る
ま
い
。
荘
嚴
寺
に
木
塔
が
あ
っ
た
か
ら
、
俗
鵜
を
木

塔
寺
と
い
ひ
、
龍
興
寺
に
大
佛
が
あ
る
か
ら
大
佛
寺
の
俗

稻
を
得
元
ε
同
襟
に
，
青
龍
寺
に
著
聞
し
た
石
佛
i
例
へ

ば
常
盤
博
士
が
青
龍
蟻
溝
來
の
石
心
ビ
し
て
『
宗
駿
研
究
』

の
憲
頭
に
紹
介
さ
れ
た
如
き
優
秀
な
石
佛
が
一
あ
っ
て
、

民
問
で
石
佛
寺
ゼ
辮
…
せ
ら
れ
元
か
ご
想
ふ
。
勿
論
こ
れ
ば
“

想
像
で
あ
る
が
、
同
時
に
蓋
然
性
の
強
い
想
像
で
あ
る
。

或
は
趙
翻
の
記
事
の
如
く
、
濡
濡
四
十
六
年
の
頃
に
青
龍

寺
は
已
に
頽
塾
し
て
居
っ
て
．
や
が
て
そ
の
蓮
趾
に
石
佛

寺
が
創
建
か
再
建
か
さ
れ
た
も
の
鰍
も
知
れ
譲
。

　
さ
れ
ざ
青
墨
寺
ご
千
早
寺
ご
の
關
係
如
何
ご
か
、
石
佛

寺
が
何
時
代
に
建
立
さ
れ
た
ざ
か
、
此
等
の
問
題
は
青
翠

寺
の
遺
趾
を
決
定
す
る
に
當
っ
て
、
賦
し
も
緊
要
な
條
件

で
な
い
。
か
、
る
問
題
は
姑
く
未
定
の
儘
に
措
き
て
も
、

他
の
方
面
か
ら
青
龍
寺
の
遺
肚
を
考
定
す
る
こ
ご
が
出
來

る
◎
そ
は
婁
に
巳
に
遡
べ
た
如
く
、
延
興
門
の
潰
…
肚
を
基

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
蕾
麗
寺
の
漕
唱
駈
に
就
い
て

黙
ご
し
た
唐
の
青
龍
寺
の
位
置
が
、
正
し
く
祭
壷
村
の
石

佛
寺
に
該
當
す
る
ど
い
ふ
事
實
で
あ
る
。
　
『
嘉
慶
威
寧
縣

志
』
怒
十
二
に
朋
記
せ
る
如
く
、
そ
の
編
纂
者
が
石
佛
寺

の
所
在
地
を
、
唐
の
青
龍
寺
の
遽
阯
に
擬
参
し
た
の
は
、

｝
面
で
は
『
康
煕
成
寧
縣
志
』
の
所
説
に
本
づ
き
、
｝
面

で
は
採
訪
員
の
實
地
の
調
査
を
経
て
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
常
盤
博
士
の
想
像
さ
る
、
襟
に
、
無
批
剣
に
憲
目
的

に
、
僖
志
を
襲
聾
し
た
の
で
な
い
。

　
假
に
『
嘉
慶
成
寧
懸
志
』
の
叢
雲
が
突
如
こ
し
て
も
！
帥

ち
嘉
慶
以
前
に
祭
峯
村
の
石
佛
寺
を
青
龍
寺
の
遽
祉
こ
す

る
説
が
な
く
、
『
嘉
慶
威
花
鰹
志
』
の
編
纂
者
が
、
こ
の
説

を
創
唱
し
た
こ
し
て
も
一
そ
は
青
龍
寺
の
遺
鮭
を
祭
壷
村

に
在
り
こ
す
る
所
説
の
数
力
を
減
少
す
る
も
の
で
な
い
。

石
佛
寺
軍
功
青
龍
寺
説
の
考
定
が
、
突
如
で
あ
っ
た
か
な

か
っ
た
歎
は
絡
別
の
問
題
で
な
く
、
こ
の
擬
定
が
文
漱
に

懸
た
陸
地
に
照
合
し
て
、
要
當
な
り
や
否
や
が
要
件
で
あ

る
。
私
は
石
佛
寺
師
唐
青
龍
寺
説
を
交
無
上
よ
り
掘
て
も

　
　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
　
五
七
　
　
（
四
〇
五
）



　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
研
劣
　
　
長
安
の
嚇
龍
寺
の
遽
紙
に
就
い
て

恐
ら
く
は
實
地
上
よ
り
槻
て
も
、
動
か
し
難
き
鐵
案
ご
思

ふ
。

　
嚢
に
も
一
寸
引
合
ひ
に
出
し
て
置
い
た
が
、
明
豊
に
有

名
な
る
大
秦
景
敏
流
行
中
葉
碑
の
登
掘
さ
れ
た
、
長
安
の

西
郊
の
金
勝
寺
（
三
際
聖
寺
）
が
帥
ち
唐
の
大
秦
寺
（
1
一
波

斯
達
識
）
の
題
詩
で
あ
る
ご
い
ふ
説
は
、
『
嘉
慶
成
歯
縣
志
』

及
び
『
嘉
慶
長
安
縣
志
』
の
編
纂
者
董
祓
誠
（
評
董
曾
臣
）
の

創
唱
で
あ
る
。
彼
以
前
に
此
の
如
き
説
を
登
表
し
た
も
の

が
な
い
黙
か
ら
伽
髄
れ
ば
、
或
は
虎
犬
如
こ
も
い
へ
る
。
　
『
幽
婦

慶
長
安
縣
志
』
馨
二
十
こ
に
、

　
案
篇
長
安
士
少
。
皇
城
西
第
三
街
。
從
ド
北
第
三
義
寧
坊
波
斯
諸
寺
Q

　
太
宗
爲
吊
大
秦
遍
満
曾
一
志
。
癖
地
正
郷
　
唐
城
西
堰
一
。
直
昌
今
城
西

　
五
二
【
。
今
大
秦
景
敏
碑
在
葱
ホ
聖
寺
中
一
。
疑
即
古
波
斯
胡
寺
也
。

と
記
し
、
又
『
嘉
慶
踏
貫
北
嶺
』
怒
三
に
、

　
崇
袈
寺
・
：
…
…
…
馬
連
波
斯
寺
。
太
宗
欝
天
秦
櫓
一
立
。
放
景

　
敏
碑
即
出
三
三
土
中
一
。
弓
・
…
…
・
…
其
西
高
幡
項
一
。
断
綾
泡
ア
南

　
邸
城
西
堰
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
四
〇
六
）

と
載
せ
て
あ
る
。
董
金
串
は
嚢
に
『
嘉
慶
長
安
縣
志
』
を
編

纂
し
た
際
に
は
、
今
の
崇
黎
寺
を
唐
の
大
秦
寺
の
遽
玩
に

擬
す
る
新
説
登
表
に
、
幾
分
遠
慮
の
態
度
を
捺
つ
淀
が
、

や
が
て
『
嘉
慶
成
寧
縣
志
』
編
纂
の
際
に
は
、
強
い
自
信
に

よ
っ
て
断
案
を
下
し
て
居
る
。
こ
の
断
案
は
山
の
如
く
動

か
し
難
い
（
拙
著
『
東
洋
史
説
苑
』
所
堕
、
大
泰
景
駿
流
行
中

國
碑
」
二
八
九
一
二
九
〇
頁
奏
看
）
。
而
し
て
董
酷
誠
の
金

勝
寺
郎
唐
大
秦
寺
説
は
、
唐
の
長
安
の
西
面
の
開
遠
門
の

遣
蛙
を
基
黙
と
し
て
、
義
寧
坊
に
在
る
べ
き
大
秦
寺
の
位

麗
を
考
定
し
た
の
で
あ
る
。
陸
・
董
二
重
の
石
佛
寺
郎
唐

青
龍
寺
説
が
、
唐
の
長
安
の
東
面
の
延
影
回
の
遽
趾
を
基

黙
ピ
し
て
、
新
節
坊
に
在
る
べ
き
青
龍
寺
の
位
置
を
考
定

し
π
の
こ
同
…
方
法
に
出
て
、
居
る
。
私
が
『
嘉
慶
威
寧

縣
志
』
の
編
纂
者
に
信
頼
す
る
所
以
、
又
そ
の
編
纂
者
の

青
龍
寺
の
遺
祉
の
擬
定
の
信
頼
す
べ
き
所
以
は
、
之
に
て

明
瞭
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
五



　
石
佛
寺
の
所
在
地
が
、
唐
の
青
龍
寺
の
遺
阯
た
る
べ
き

理
由
は
、
上
來
十
分
に
述
べ
瀕
し
た
。
顯
正
の
方
面
は
こ

れ
で
略
潰
…
憾
な
き
筈
ご
思
ふ
が
、
念
の
爲
に
一
鷹
…
常
盤
博

士
の
主
張
を
槍
討
し
て
見
た
い
。
博
士
が
非
常
な
る
確
信

を
以
て
、
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
の
石
佛
寺
帥
唐
青
龍
寺
説
を

…
排
斥
せ
ら
る
、
根
雨
は
、
そ
の
『
嘉
慶
一
月
縣
志
』
巷
三
所

牧
の
今
城
唐
城
合
圖
に
在
る
青
龍
寺
の
位
置
ご
、
同
書
忽

一
所
牧
の
南
關
就
圃
に
在
る
祭
壷
村
（
青
髭
寺
の
所
在
地
）

の
位
置
ご
、
一
致
し
難
い
ご
い
ふ
黙
に
在
る
。
博
士
は
こ

の
黙
に
立
脚
し
て
、
石
塁
寺
帥
唐
青
龍
寺
説
を
論
破
す
べ

く
、
約
六
頁
に
亙
る
大
丈
量
を
列
べ
ら
れ
て
居
る
。
そ
の

大
要
を
次
℃
紹
介
す
る
。

　
そ
れ
は
祭
漁
村
の
位
置
ε
青
龍
寺
の
そ
れ
ε
は
到
底
一
致
せ
ぬ

　
S
い
ふ
事
實
か
ら
で
あ
る
。
畢
…
…
…
：
う
橘
寺
縣
志
し
そ
れ
自
身

　
の
地
團
〔
甲
乙
二
圓
滲
照
〕
に
基
き
，
…
…
…
…
雨
者
の
不
一
致

　
を
研
究
す
る
事
ぐ
」
す
る
。

　
こ
の
研
究
に
必
要
な
名
刹
は
青
龍
・
慈
恩
・
興
善
の
三
寺
で
あ
る

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
青
龍
寺
の
遺
証
に
就
い
て

大
興
善
寺
は
…
…
…
靖
善
坊
に
あ
り
、
　
一
躍
全
腿
を
占
め
、
…

・
：
…
…
慈
恩
寺
は
…
…
：
、
：
進
転
覆
の
東
孚
を
占
め
、
青
龍
寺

は
…
：
…
一
新
昌
坊
の
南
門
の
東
に
あ
っ
た
。
以
上
甲
魍
に
つ

き
て
指
御
す
る
事
が
出
來
る
。

三
寺
の
位
置
が
斯
く
明
瞭
ミ
な
っ
て
、
さ
て
そ
の
距
離
如
何
S

い
ふ
に
…
・
…
：
：
・
慈
恩
寺
を
中
心
ミ
し
て
い
ふ
時
は
、
興
霊
呈
寸

に
は
西
北
行
三
四
強
、
青
龍
寺
に
は
東
北
行
四
里
許
ぐ
」
な
り
、
興

善
寺
よ
り
も
青
龍
寺
の
方
が
湛
い
の
で
あ
る
。
そ
は
坊
制
を
見

れ
ば
明
瞭
で
あ
る
。
慈
恩
寺
の
あ
る
一
疋
坊
ε
興
善
寺
の
あ
る

靖
善
悪
ε
は
、
東
西
一
里
傘
の
安
善
坊
を
隔
て
る
の
み
で
あ
る

が
、
こ
の
進
鼠
坊
ミ
膏
龍
寺
の
あ
る
新
昌
坊
－
こ
は
、
東
西
二
里

の
御
行
坊
を
隔
て
る
の
み
な
ら
す
更
に
東
西
二
里
の
昇
道
坊
の

三
分
を
も
隔
て
る
の
で
あ
る
。
次
に
來
る
問
題
は
石
佛
寺
の
あ

る
祭
肇
村
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ご
慈
恩
・
興
善
二
寺
ε
の
閣
係
を

見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
幸
に
も
乙
畷
に
示
せ
る
如
く
，
「
成
寧
縣
志
」

第
↓
の
南
開
耐
岡
の
中
に
、
…
・
…
…
：
祭
盗
村
の
名
の
み
な
ら

す
大
雁
塔
村
を
も
興
善
寺
を
も
載
せ
て
あ
る
。
・
三
：
三
即
ち
憾

方
二
里
か
ら
割
り
出
せ
ば
、
大
層
塔
村
の
東
北
三
里
許
の
所
に

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
九
　
　
（
四
〇
七
）
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年
構
村
を
置
き
、
西
北
四
里
張
の
所
に
興
叢
呈
寸
を
置
い
て
あ

る
。
…
…
…
千
載
不
動
の
大
立
塔
…
…
・
：
を
中
心
ミ
し
て
｝
之

を
中
隔
に
照
合
す
る
時
は
、
事
實
三
里
の
麗
釜
呈
寸
を
四
里
に
置
轟

く
以
上
は
、
事
實
四
里
の
青
龍
寺
は
五
里
以
上
の
距
離
に
在
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
事
－
こ
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
祭
皇
村
の
距
離
は

僅
に
三
里
外
に
置
か
る
Σ
。
而
も
こ
の
三
里
は
、
事
實
三
里

の
興
善
寺
が
四
里
に
置
か
る
・
翻
合
か
ら
推
せ
ば
、
反
封
に
二

里
孚
に
短
縮
す
る
の
で
あ
る
。
五
里
の
青
龍
寺
の
位
置
ε
、
二

里
牟
の
三
三
村
の
位
置
ミ
か
、
一
致
せ
ざ
る
事
は
明
白
で
な
い

鰍
。
斯
く
て
大
三
一
を
中
心
ミ
し
て
甲
乙
二
二
を
合
し
て
見
る

時
は
、
祭
自
村
の
位
置
は
冶
の
昇
一
一
か
、
精
々
宣
李
坊
の
南

部
に
當
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
。
新
昌
坊
の
青
龍
寺
「
こ

は
正
に
一
里
以
上
の
距
離
が
あ
る
。
要
す
る
に
祭
峯
村
は
方
向

に
於
て
大
な
る
誤
で
は
な
い
。
然
し
距
離
の
上
に
下
る
差
違
が

あ
る
か
ら
、
二
号
が
村
中
の
石
佛
寺
を
，
麿
の
青
龍
寺
ミ
冨
っ

て
居
る
か
ら
ミ
て
、
直
に
之
に
從
ふ
〔
べ
き
で
な
い
。
〕
…
・
；
…

…
予
は
祭
憂
村
の
位
置
が
青
龍
寺
の
そ
れ
で
な
く
、
青
龍
寺
よ

り
西
の
方
一
里
の
外
に
在
の
ξ
い
ふ
に
滲
へ
て
、
予
は
晦
路
な

　
　
第
十
二
巷
　
　
研
究
　
　
長
安
の
青
籠
寺
の
瀧
戯
に
就
い
て
、

　
く
石
佛
寺
を
以
て
青
龍
寺
に
あ
ら
す
「
こ
断
言
す
る
の
で
あ
る

　
（
『
宗
敏
研
究
』
三
五
一
四
一
頁
）
。

　
こ
の
圭
張
の
中
に
は
可
な
り
澤
山
な
間
違
や
誤
算
が

か
の
る
ご
田
心
ふ
。
先
づ
第
一
に
指
摘
一
す
べ
・
き
は
、
　
『
謝
嘉
膿
鮪
威

寧
縣
志
』
よ
り
引
用
せ
り
ε
い
ふ
甲
乙
の
二
歩
で
あ
る
。

博
士
は
大
雁
塔
を
中
心
ご
し
℃
、
こ
の
甲
乙
こ
圖
を
重
ね

合
せ
ば
直
に
古
今
の
位
澄
を
甥
比
出
來
る
こ
い
ひ
、
自
分

宛
の
私
信
中
に
も
、
懇
々
こ
の
旨
趣
を
串
越
さ
れ
で
あ
る

が
、
之
が
抑
大
な
る
疑
問
ご
串
さ
ね
ば
な
ら
．
濾
、
そ
の
位

置
す
ら
確
實
に
明
示
さ
れ
て
居
ら
二
大
雁
塔
を
中
心
ご
し

て
、
如
何
に
し
て
甲
圖
ご
乙
圖
ご
を
重
ね
合
せ
て
甥
比
し

得
る
で
あ
ら
う
鰍
。

　
（
一
）
甲
圖
翻
ち
唐
の
長
安
圖
に
示
し
て
あ
る
、
慈
恩

寺
の
位
麗
は
先
づ
大
差
な
か
ら
う
。
北
宋
の
宋
敏
求
の

『
長
安
志
』
窓
八
に
昇
る
ご
、
進
昌
坊
の
東
宇
が
慈
恩

寺
の
敷
地
で
、
そ
の
境
内
に
大
饗
塔
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
正
確
で
な
く
ご
も
大
禮
の
位
澱
は
推
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
麓
　
一
二
號
　
　
　
　
山
ハ
↓
　
　
（
四
〇
九
）



漿
十
二
谷
　
　
研
突
　
　
長
宍
の
青
龍
毒
の
強
銑
に
蕊
い
て

る
ρ

　
（
二
）
さ
れ
ざ
乙
圖
即
ち
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
怒
」
所
牧
の

南
醐
証
圖
に
は
、
全
然
大
雁
塔
の
硫
麗
を
朋
指
し
て
な
い
。

大
魚
塔
村
の
名
は
記
載
さ
れ
て
居
る
が
、
大
雁
塔
の
位
麗

は
見
當
ら
蹴
。
大
雁
塔
は
大
女
塔
村
の
附
近
に
在
る
べ
き

も
の
こ
は
推
測
さ
れ
る
が
、
假
に
大
毒
塔
が
大
雁
塔
村
ご

記
載
せ
る
場
所
の
頭
部
に
位
置
す
る
も
の
と
認
め
る
時
ご
、

そ
の
底
部
に
位
概
す
る
も
の
こ
認
め
る
時
ご
は
、
約
二
〔
支

那
〕
里
、
簿
く
ご
も
｛
〔
支
那
〕
里
の
相
違
を
生
す
る
。
大
粟

塔
村
ビ
記
載
せ
る
場
所
の
左
部
か
右
部
か
の
場
合
に
も
、

同
機
の
結
果
を
免
れ
澱
。
常
盤
博
士
は
青
龍
寺
の
遽
玩
を

祭
憂
村
に
擬
醒
す
る
を
排
し
て
、
祭
皇
村
よ
り
少
く
と
も

｝
〔
支
郷
〕
塁
東
野
に
位
鵬
直
せ
な
け
れ
．
ば
な
ら
諏
な
ざ
、
奮

説
ご
｝
〔
支
那
〕
里
の
相
違
を
孚
瓢
と
す
る
程
の
細
密
な
問

題
に
、
少
く
ご
も
乙
懸
章
で
は
、
約
二
〔
支
那
〕
里
鋤
揺
す

る
恐
れ
あ
る
大
罐
塔
の
位
遣
を
、
一
定
不
動
の
如
く
返
信

し
、
、
之
を
甲
乙
二
時
の
嫁
比
の
基
礎
ε
せ
ら
る
、
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
需
難
　
　
　
　
山
ハ
ニ
　
　
　
（
四
一
〇
）

不
淫
意
千
萬
で
は
あ
る
ま
い
鰍
9

　
　
　
　
六

　
（
三
）
常
盤
博
士
が
そ
の
論
交
三
六
頁
に
、
　
『
嘉
優
威
寧

縣
志
』
よ
り
縛
了
し
た
ご
い
ふ
南
關
魁
圃
即
ち
乙
圖
は
、

多
少
そ
の
原
圖
ビ
相
違
し
て
居
る
。
原
圖
で
鳳
祭
毫
村
の

　
　
　
　
　
　
　
キ
タ
ヨ
リ

位
澱
が
今
少
し
く
北
偏
ε
な
っ
て
居
る
ご
思
ふ
。
祭
毫
村

の
筆
遣
が
興
言
寺
の
正
東
で
な
く
、
大
庇
に
発
て
東
方
で

少
し
一
挙
に
偏
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
故
に
原
圏
を
根

擦
こ
す
れ
ば
、
祭
壷
村
ご
興
善
寺
ビ
の
方
位
副
肝
が
、
唐

時
代
の
靖
善
・
新
昌
二
坊
の
方
位
關
係
ご
可
な
り
よ
く
一

致
す
る
こ
ご
が
出
　
還
る
。

　
（
四
）
常
盤
博
士
が
『
嘉
慶
成
寧
縣
志
』
憲
三
か
ら
轄
載
さ

れ
た
こ
い
ふ
今
城
唐
融
合
囲
、
鄭
ち
甲
圖
に
就
い
て
も
一

言
の
注
意
を
述
べ
遣
き
た
い
。
こ
の
圓
の
毎
方
二
〔
支
那
〕

里
は
、
唐
の
長
安
（
一
－
・
京
城
）
の
東
城
壁
を
基
黙
ビ
し
て
、

西
方
へ
毎
二
〔
支
那
〕
塁
の
方
眼
を
配
し
て
あ
る
が
、
こ
れ

は
宜
青
く
な
い
ざ
思
ふ
。
乙
圃
こ
の
野
比
上
、
朱
雀
街
を



基
瓢
こ
し
て
、
東
方
へ
毎
二
〔
支
那
〕
里
の
方
眼
を
配
す
べ

き
で
あ
る
Q
私
の
手
許
に
あ
る
『
嘉
慶
威
三
冠
志
』
に
は
、

不
幸
に
し
て
こ
の
甲
圖
に
相
撃
す
べ
き
原
圖
が
脱
落
し
て

見
當
ら
ぬ
。
さ
れ
ご
薔
版
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
を
轄
載
し
陀

ご
い
ふ
、
ア
ヅ
レ
の
今
城
唐
城
合
圖
　
　
（
鑓
奨
機
。
ご
h
ρ

ω
叶
鉱
Φ
Ω
環
訟
。
§
o
密
O
o
7
⇔
σ
q
鍍
μ
－
皆
戸
頃
男
9
a
①
題
・
H
H
α
！

＝
＼
）
　
に
は
、
正
し
く
朱
雀
街
を
三
咲
ご
し
て
方
眼
を
配

し
て
あ
る
。
常
盤
博
士
の
依
用
さ
る
、
今
城
唐
城
合
圖
の

方
眼
の
配
當
法
の
本
つ
く
所
を
確
歯
せ
ぬ
が
、
兎
に
角
要

當
ご
思
へ
訟
。

　
乙
圖
の
南
鮮
説
圓
は
興
善
寺
の
所
在
地
、
師
ち
唐
時
代

の
朱
雀
街
の
直
即
事
に
當
る
べ
き
…
場
所
を
基
瓢
ビ
し
て
、

東
方
へ
毎
方
二
〔
支
那
〕
里
の
方
眼
を
配
し
て
あ
る
。
常
盤

博
士
の
希
望
さ
る
、
如
く
、
翠
蔓
ご
煩
型
ご
を
重
ね
合
せ

て
劃
比
せ
ん
こ
す
る
な
ら
ば
、
是
非
甲
圖
を
も
乙
圖
同
襟

に
朱
雀
街
を
基
瓢
こ
し
て
、
東
方
へ
毎
二
〔
支
那
〕
里
の
方

眼
を
配
す
べ
き
で
な
い
飲
。
ま
た
圏
中
に
明
記
さ
れ
ざ
る

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
膏
龍
寺
の
遺
玩
に
就
い
て

大
睡
夢
を
中
心
こ
し
て
や
は
な
く
、
位
置
の
明
指
さ
れ
て

あ
る
、
朱
雀
街
に
紛
せ
る
興
善
寺
を
こ
そ
基
黙
ご
し
て

甲
乙
二
圓
を
重
ね
合
せ
て
樹
比
す
べ
き
筈
で
あ
る
ま
い

鰍
。　

以
上
四
項
に
分
っ
て
述
べ
た
私
の
疑
問
は
、
當
然
常
盤

博
士
の
論
慷
を
動
揺
せ
し
め
得
る
も
の
こ
確
信
し
て
居

る
。
果
し
て
こ
の
疑
潤
を
正
當
ご
す
れ
ば
、
常
盤
博
士
の

依
用
さ
れ
て
居
る
甲
圖
脇
士
は
、
黙
然
次
の
如
く
改
訂
す

べ
き
も
の
ご
思
ふ
。

　
北
宋
の
宋
敏
求
の
『
長
安
志
』
に
標
る
ご
、
興
善
寺
は
靖

善
一
坊
の
地
を
占
め
た
こ
い
ふ
。
故
に
乙
圖
の
興
善
寺
の

所
在
地
を
甲
圖
の
落
忌
坊
に
重
ね
て
勤
死
す
る
ご
、
甲
圖

の
黒
髪
坊
の
位
置
は
可
な
り
乙
圖
の
鞍
壷
村
の
位
置
ご

一
致
す
る
。
殊
に
石
佛
寺
は
そ
の
豪
邸
村
の
東
北
部
に
在

る
ε
い
へ
ば
、
　
（
大
正
十
四
年
二
月
號
『
新
興
』
ご
＝
頁
塗

看
）
石
佛
寺
の
華
麗
ご
青
龍
寺
の
位
置
は
、
頗
る
よ
く
一

致
す
る
。
さ
れ
ば
青
龍
寺
の
遺
玩
は
、
祭
壷
村
よ
り
更
に

　
　
　
　
　
　
　
第
ム
ニ
號
　
　
　
　
山
ハ
三
　
　
　
（
四
【
一
　
一
）
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研
鐘

長
安
の
騰
龍
崇
の
慧
混
に
就
い
て

第
三
號
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四
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東
邊
少
く
こ
も
一
「
支
那
〕
里
の
方
位
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら

す
ご
い
ふ
、
常
盤
博
士
の
主
張
は
劉
底
戎
立
し
難
い
。

　
一
難
方
眼
圖
は
古
く
か
ら
支
那
で
資
姦
し
て
居
る
が
、

左
程
正
確
な
も
の
で
な
い
。
『
嘉
慶
成
寧
縣
志
』
所
牧
の
方

眼
圖
は
、
局
限
さ
れ
た
地
方
の
こ
ご
、
て
、
大
年
の
歩
測

位
は
行
ふ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
勿
論
無
銘
的
測
量
に
慷
つ

だ
も
の
で
な
い
Q
從
っ
て
大
都
の
目
安
に
は
供
し
得
て

も
、
之
に
よ
っ
て
綿
密
な
距
離
な
ご
を
測
定
す
る
こ
ε
が

出
來
訟
。
私
の
手
許
に
在
る
光
緒
二
十
五
年
（
一
入
九
九
）

刊
行
の
『
陳
薄
給
省
輿
地
圖
』
は
、
毎
十
里
の
方
眼
圖
で
、

そ
の
測
量
方
法
も
嘉
慶
時
代
よ
り
進
歩
し
て
居
り
、
可
な

り
信
頼
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』

憲
一
の
方
眼
圖
ご
比
較
す
る
ご
、
同
一
な
る
べ
き
村
鎭
の

位
遣
方
向
等
に
、
随
分
異
同
が
見
高
る
。

　
常
盤
博
士
が
か
、
る
方
眼
圖
に
信
頼
、
し
、
之
を
根
糠
こ

し
て
、
青
龍
寺
の
遣
玩
ご
祭
壷
村
こ
の
比
較
異
同
を
論
ず

る
の
は
、
抑
も
最
初
の
第
｝
歩
を
誤
っ
た
者
ご
串
さ
ね
ば

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
冑
龍
寺
の
馳
凪
証
に
就
い
て

な
む
ぬ
。
況
ん
や
博
士
は
こ
の
方
眼
圖
よ
り
も
、
一
暦
不

精
確
な
る
べ
き
膝
撃
の
「
訪
古
游
記
」
の
里
程
に
伊
野
的
信

頼
を
置
き
、
之
に
よ
っ
て
方
眼
圖
に
手
加
減
を
加
へ
、
初

よ
り
信
頼
し
易
か
ら
ざ
る
方
眼
圖
を
、
一
層
信
頼
し
難
い

も
の
に
い
た
し
、
之
を
根
糠
こ
し
て
青
龍
寺
の
遺
趾
を
論

定
せ
ん
な
ご
は
、
實
に
二
重
に
誤
謬
を
襲
搾
る
も
の
こ
申

さ
ね
ば
な
ら
澱
。
私
は
受
忍
か
ら
か
、
る
方
眼
圖
に
よ
っ

て
、
距
離
を
決
定
す
べ
き
も
の
こ
思
は
ぬ
。
た
“
常
盤
博

士
の
提
出
さ
れ
た
甲
乙
二
圖
の
鋼
製
に
よ
っ
て
も
、
博
士

の
主
張
ご
は
反
甥
に
、
青
龍
寺
の
遺
玩
ご
祭
峯
村
の
位
概

ご
が
、
存
外
よ
く
「
致
す
る
こ
ご
を
説
明
し
た
ま
で
い
あ

る
。
之
に
擦
っ
て
祭
墨
黒
説
の
正
確
を
讃
明
せ
ん
ご
す
る

意
志
で
な
い
こ
こ
を
、
特
に
叢
に
附
言
し
て
置
き
た
い
。

　
　
　
　
七

　
常
盤
博
士
は
叉
唐
の
国
安
城
内
に
於
け
る
興
善
・
慈

恩
・
青
龍
の
三
寺
の
相
互
の
距
離
方
向
開
係
を
、
唐
の
長

安
の
墨
筆
を
根
塵
と
し
て
測
定
さ
れ
て
居
る
が
、
大
禮
の

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
一
號
　
　
　
　
山
ハ
五
　
　
　
（
四
一
三
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
婁
の
青
寵
寺
の
三
二
に
就
い
て

方
位
に
間
蓮
ひ
な
い
ご
し
て
も
、
局
部
に
就
い
て
は
疑
惑

を
挾
む
べ
き
露
地
が
な
い
で
は
な
い
。
博
士
は

　
興
善
寺
ミ
慈
恩
寺
・
こ
の
間
は
、
都
城
の
時
に
は
屈
曲
す
る
行
路

　
を
取
る
の
で
四
里
許
ミ
な
る
け
れ
¶
こ
も
、
直
径
に
す
れ
ば
、
三

　
里
強
に
過
さ
ぬ
Q
…
一
：
…
・
弼
し
て
又
慈
恩
寺
ε
青
龍
寺
ε
の

　
距
離
如
何
－
こ
い
ふ
に
、
都
城
の
折
に
屈
曲
す
る
時
は
、
五
里
許

　
あ
る
け
れ
さ
も
、
直
径
に
す
る
時
は
四
里
許
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ

　
る
。
さ
れ
ば
慈
恩
寺
を
中
心
ミ
し
て
い
ふ
時
は
、
興
善
寺
に
は

　
西
北
行
三
里
強
，
青
龍
寺
に
は
東
北
行
四
里
許
－
し
な
り
、
興
善

　
寺
よ
り
も
青
龍
寺
の
方
が
遽
い
の
で
あ
る
。
…
…
…
慈
恩
寺
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
興
善
・
青
龍
仏
寺
－
こ
の
方
角
も
距
離
も
、
些
の
疑
な
く
明
白
に

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
す
る
こ
一
こ
が
三
野
る
（
三
八
一
三
九
貝
）
。

ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
如
何
で
あ
ら
う
歎
。
慈
恩
寺
は

…
進
黙
坊
の
東
部
に
在
り
、
青
龍
寺
は
新
昌
坊
の
南
門
の
束

邊
に
在
b
、
而
し
て
興
奮
寺
は
靖
善
一
坊
の
地
を
占
有
し

て
居
る
。
故
に
大
旨
の
距
離
方
向
は
推
定
さ
れ
る
に
し
て

も
、
些
の
疑
な
い
朋
臼
に
し
て
精
確
な
る
距
離
方
角
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
麓
が
一
二
號
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
四
、
四
）

は
、
現
在
で
は
誰
人
ご
錐
ご
も
測
定
し
難
い
歎
ご
思
ふ
。

掬
も
慈
恩
・
興
善
の
距
離
は
、
進
昌
坊
の
那
邉
を
基
黙
こ

し
、
靖
善
坊
の
那
邊
を
絡
黙
こ
し
て
、
測
定
す
べ
さ
、
・
歎
。

『
嘉
慶
威
寧
縣
志
』
藩
三
所
股
の
今
城
唐
配
合
圖
の
諸
寺
の

位
置
は
、
大
膿
を
指
示
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
慈
恩
・
青
龍
二

曹
に
就
い
て
も
、
同
様
の
疑
問
が
遣
る
）

　
併
し
こ
の
疑
問
は
姑
く
措
き
、
そ
れ
よ
り
一
層
の
疑
惑

を
威
す
る
の
は
、
唐
時
代
の
興
善
・
慈
恩
二
幅
ご
、
現
在
の

興
善
・
慈
恩
引
腰
ε
の
薫
煙
の
閣
係
で
あ
る
。
今
の
興
善

寺
は
唐
の
興
善
毒
の
境
内
に
在
る
こ
ご
は
明
瞭
で
あ
る
が

そ
の
四
三
は
決
し
て
盤
の
儘
で
な
い
。
今
の
興
善
寺
は
到

底
薔
の
靖
善
一
坊
の
地
を
占
む
る
程
の
廣
大
な
も
の
で
な

く
、
縫
に
そ
の
｝
局
部
に
當
る
に
過
ぎ
ぬ
、
今
の
興
善
寺

の
位
遣
が
奮
の
興
善
寺
の
境
丙
、
即
ち
靖
還
幸
の
那
遽
に

該
喫
す
る
こ
ご
鰍
。
靖
善
坊
の
東
南
隅
に
労
る
場
合
ご
、

そ
の
西
北
隅
に
庵
る
場
合
ご
に
よ
っ
て
、
直
に
一
〔
支
那
〕

里
以
上
の
粗
描
を
生
す
る
懸
念
が
あ
る
。
慈
恩
寺
に
就
い



璽

で
も
同
機
の
懸
念
を
免
れ
ぬ
σ
今
の
慈
恩
寺
の
位
概
は
｝

唐
の
慈
恩
寺
の
境
内
に
留
り
、
然
も
そ
の
境
内
の
一
部
の

み
を
占
む
る
こ
ご
疑
を
容
れ
諏
。
此
等
の
黙
に
つ
き
常
盤

博
士
は
何
等
の
考
慮
を
加
へ
ら
れ
す
に
、
今
の
興
善
・
慈

’
無
二
寺
の
距
離
を
以
て
、
直
に
唐
時
代
に
於
け
る
該
二
軍

の
距
離
に
擬
せ
ら
る
、
の
は
域
心
出
撃
ぬ
。
大
禮
論
こ
し

て
は
兎
に
角
、
　
一
〔
支
那
〕
里
の
距
離
を
孚
黙
ご
す
る
問
題

に
、
こ
の
異
同
を
全
然
着
…
過
さ
る
、
の
は
、
行
論
粗
宋
の

憾
を
免
れ
海
ご
思
ふ
。

　
常
盤
博
士
の
論
丈
に
就
い
て
、
私
の
一
番
遽
憾
に
思
ふ

瓢
は
、
籐
り
信
頼
、
串
來
ぬ
趙
繍
の
「
訪
古
遊
記
」
の
記
事
に
、

維
鰹
の
信
用
を
麗
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
博
士
の
錯
誤
の

大
牢
は
之
に
迦
源
し
て
居
る
機
に
さ
へ
見
受
け
ら
れ
る
。

博
士
は

　
明
の
心
底
は
實
地
の
踏
査
を
叙
述
し
て
、
自
泉
寧
門
、
噴
至
薦
幅

　
、
寺
【
三
里
許
ミ
い
ひ
，
出
レ
寺
南
行
、
叉
三
里
許
、
爲
榊
興
善
寺
ミ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ひ
、
出
γ
寺
東
南
行
、
叉
三
里
許
、
爲
仁
恩
寺
壱
言
っ
て
居
る
。
、
如

　
　
’
　
第
十
二
巷
　
　
砺
究
　
　
長
安
の
膏
麗
寺
の
慧
駈
に
就
い
て

、
ひ
。
σ
o
α
o
α
o
o
o
o
α
o
σ

　
何
に
も
陣
地
に
合
す
る
記
事
で
あ
る
（
三
八
頁
）
コ

ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
實
地
に
合
す
る
所
か
、
趙
蘭
の

こ
の
記
事
は
頗
る
實
地
に
合
は
漁
。
第
一
に
永
僧
門
が
唐

の
長
安
の
那
邊
に
該
常
す
べ
き
や
を
明
示
せ
す
に
、
永
寧

門
か
ら
薦
御
寺
に
至
る
距
離
三
〔
支
那
〕
里
許
が
實
地
に
合

ふ
や
否
や
は
断
定
し
得
澱
筈
で
な
い
鰍
。
薦
藤
寺
よ
り
南

行
三
〔
支
那
〕
里
で
翠
嵐
寺
に
至
り
得
る
も
の
こ
す
れ
ば
興

野
寺
よ
り
東
南
行
三
里
許
り
で
慈
恩
寺
に
達
せ
ら
れ
る
筈

が
な
い
。
唐
の
長
安
の
城
坊
圖
を
芳
し
て
も
、
薦
編
寺
ご

興
善
寺
ご
は
縦
に
安
仁
・
光
煽
の
黙
坊
を
距
つ
る
の
み
で
、

興
善
寺
ご
慈
恩
寺
ご
が
斜
に
安
善
一
坊
ご
…
進
呈
坊
の
大
部

分
を
距
つ
る
も
の
を
、
均
し
く
三
〔
支
那
〕
里
ご
は
受
取
れ

ぬ
Q

　
私
も
去
る
明
治
四
十
年
の
秋
に
、
西
安
探
訪
の
際
に
、

薦
輻
・
興
善
・
慈
恩
の
三
寺
を
親
署
し
た
。
當
時
の
記
憶
に

慷
る
ダ
了
魂
は
興
善
寺
よ
り
直
接
に
慈
恩
寺
に
往
か
な
か

っ
た
、
從
っ
て
こ
の
墨
壷
の
間
の
距
離
は
、
當
時
の
手
記

　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
　
（
四
一
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
長
愛
の
査
籠
寺
の
逡
魏
に
就
い
て

に
登
録
さ
れ
て
な
い
一
三
亜
門
（
大
藩
に
重
て
唐
の
亥
上

門
の
所
在
地
に
画
定
さ
れ
る
）
か
ら
薦
暴
露
f
小
雁
塔

の
位
畳
を
基
黙
ご
し
て
考
察
す
る
ご
、
今
の
薦
編
寺
は
唐

の
薦
顧
寺
の
原
位
置
か
ら
移
動
し
て
居
る
か
ご
想
ふ
一

に
至
る
距
離
は
、
薦
瀟
寺
よ
り
興
善
寺
に
至
る
距
離
に
比

し
て
可
璽
り
細
く
、
興
善
寺
よ
り
慈
恩
寺
に
至
る
距
離
は

更
に
遙
に
遽
い
Q
興
善
・
慈
恩
二
軸
間
の
距
離
は
、
薦
瀟
・

興
善
二
寺
間
の
距
離
に
比
し
で
優
に
二
倍
す
る
程
か
ご
想

ふ
。
趙
煽
は
こ
の
三
寺
の
距
離
を
何
れ
も
同
様
に
三
〔
支

那
〕
里
こ
す
る
は
、
到
底
信
摂
す
る
こ
ご
が
毘
來
ぬ
。
所

が
常
盤
博
士
は
こ
の
興
善
・
慈
恩
二
寺
町
の
距
離
三
〔
支

那
〕
里
こ
い
ふ
、
到
底
信
慧
し
得
ざ
る
記
事
を
金
科
玉
文
ご

し
、
之
を
標
準
ε
し
て
青
寵
・
慈
恩
二
一
間
の
距
離
を
伸

縮
し
、
叉
は
議
論
愚
る
、
、
其
威
に
す
べ
て
の
間
蓮
ひ
の

原
因
が
存
す
る
の
で
な
か
ら
う
鰍
。

　
最
後
に
私
が
今
一
つ
常
盤
博
士
の
論
文
を
通
讃
し
て
遺

憾
に
堪
へ
澱
黙
は
、
博
士
は
虫
円
龍
寺
帥
石
墨
寺
説
を
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
山
ハ
一
八
　
　
　
（
四
＝
ハ
）

す
る
に
努
力
せ
ら
る
、
の
み
で
、
積
極
的
に
そ
の
所
信
の

青
龍
寺
の
位
避
を
覇
示
さ
れ
な
い
こ
ε
で
あ
る
。
博
士
は

或
は
、

　
五
里
の
青
龍
寺
の
位
置
三
一
里
牟
の
祭
毫
村
の
位
置
噛
こ
は
一
致

　
せ
ざ
る
こ
ε
明
白
で
な
い
歎
（
三
九
頁
）
。

こ
い
ひ
、
從
っ
て
青
龍
寺
の
遣
祉
は
、
今
の
祭
峯
村
よ
り

一
史
に
二
〔
支
那
〕
璽
山
陰
を
距
つ
る
方
位
に
求
む
べ
き
を
士
↓
回

せ
る
が
如
く
、
或
は

　
祭
野
村
の
位
置
は
、
、
古
の
昇
準
坊
か
精
々
宣
李
坊
の
南
部
に
當

　
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
新
昌
坊
の
青
龍
寺
ε
は
、
正

　
に
一
里
以
上
の
距
離
が
あ
る
（
三
九
頁
）
。

こ
い
ふ
。
博
士
よ
り
の
私
信
に
擦
る
ご
、
博
士
は
後
説
を

探
り
、
青
龍
寺
は
祭
璽
村
よ
り
一
〔
支
那
〕
里
以
上
東
方
に

存
す
べ
き
も
の
ご
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
博
士
は

又
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
バ
リ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
り
　
む
へ
り
　
む
　
バ
リ
　
む
　
む
　
　
り
　
む

　
早
崎
氏
が
宛
か
も
古
の
青
龍
寺
に
該
嘱
す
る
郊
外
地
下
の
家
か

　
む

　
ら
〔
唐
晴
代
の
〕
石
佛
を
將
來
し
た
。
村
人
も
こ
の
地
下
の
家
を
、

　
青
龍
寺
ミ
言
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
（
四
一
頁
）
。



ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
さ
て
樽
士
が
古
の
青
龍
寺
の
位

置
に
三
思
す
る
ご
明
言
せ
ら
る
、
場
所
は
、
現
在
の
何
村

で
あ
る
の
歎
。
祭
毫
村
の
石
営
倉
の
所
在
地
か
ら
束
に
當

る
の
か
、
東
北
に
當
る
の
鰍
。
祭
塁
村
か
ら
｝
〔
支
那
〕
里

の
距
離
に
在
る
の
か
、
二
〔
支
那
〕
里
の
距
離
に
在
る
の
歎
。

す
べ
て
此
等
の
諸
黙
は
、
　
一
も
明
示
さ
れ
て
居
ら
澱
。
古

の
青
龍
寺
の
位
麗
に
該
令
す
る
、
博
士
の
論
丈
の
生
命
こ

も
申
す
べ
さ
重
要
な
場
所
が
、
具
合
的
に
殆
ご
明
示
さ
れ

て
居
ら
ぬ
。
誠
に
手
頼
り
な
い
記
事
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
八

　
以
上
論
述
し
た
所
を
要
約
す
る
ご
、
常
盤
博
士
の
所
説

に
、
透
く
ビ
も
左
の
・
如
き
敏
陥
が
あ
る
。

　
二
）
常
盤
博
士
が
青
龍
寺
の
逡
蛙
を
査
寝
せ
ら
る
、
場

合
に
、
近
き
延
興
門
の
位
麗
を
塞
黙
こ
す
べ
き
肝
心
の
要

件
を
看
遇
さ
れ
て
、
遠
き
大
雁
塔
（
帥
ち
大
膿
に
於
て
慈

恩
寺
）
や
興
善
寺
を
基
黙
ご
さ
れ
た
の
は
、
　
…
大
弱
黙
た

る
を
免
れ
澱
。

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
長
安
の
轡
龍
寺
の
遺
舐
に
就
い
て

　
（
二
）
大
雁
塔
を
中
心
ご
し
て
の
弔
思
ご
乙
圃
ε
の
封
比

に
よ
っ
て
、
青
龍
寺
の
方
位
を
決
定
せ
ん
ご
す
る
方
法
は
、

間
違
ひ
を
生
じ
易
い
。

　
（
三
）
明
の
趙
晒
の
「
訪
古
遊
記
」
の
記
事
に
、
維
勤
的
信

用
を
置
く
の
は
間
蓮
で
あ
る
。

　
…
從
っ
て
常
盤
博
士
の
主
張
は
、
交
…
獄
上
で
は
到
底
成
立

し
難
い
。
文
二
上
か
ら
掘
る
ご
、
『
嘉
慶
威
孝
思
志
』
の
石

佛
寺
を
唐
の
青
龍
寺
の
遣
趾
ざ
す
る
説
は
、
動
か
し
易
か

ら
ざ
る
鐵
案
ご
申
さ
ね
ば
な
ら
澱
。
他
日
重
量
的
な
實
地

踏
査
を
行
ふ
た
場
合
に
は
、
或
は
そ
の
説
に
多
少
の
動
揺

を
見
る
こ
ご
が
あ
る
歎
も
知
れ
訟
が
、
私
は
か
、
る
懸
念

も
先
づ
絶
無
に
近
い
も
の
こ
信
じ
て
居
る
。
そ
は
兎
に
角

現
在
で
は
石
佛
寺
の
所
在
地
を
唐
の
青
龍
寺
の
遽
玩
ご
認

む
る
の
が
尤
も
安
當
ご
思
ふ
Q
　
　
（
凶
刃
十
三
麟
稿
）

第
三
號

山ハ

縺
@
　
　
（
四
一
七
）


